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ピ
ー
マ
ン
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
マ
イ
ル
ド

モ
ッ
ト
ル
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
土
壌
伝
染

性
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
全
国
の
主
産
地
で

経
済
的
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
こ

の
ウ
イ
ル
ス
病
に
有
効
な
植
物
ワ
ク
チ

ン
（
弱
毒
ウ
イ
ル
ス
）
を
開
発
。
こ
れ

は
、
病
気
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
か

ら
病
原
性
（
毒
性
）
を
取
り
除
い
た
天

然
の
ウ
イ
ル
ス
だ
。
こ
れ
を
ピ
ー
マ
ン

の
苗
に
接
種
し
て
栽
培
す
る
と
、
毒
性

の
強
い
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
対
し
て
高
い

予
防
効
果
を
示
し
た
。

ピ
ー
マ
ン
は
果
実
1
0
0
g
中
に
約
76
mg

の
ビ
タ
ミ
ン
C
を
含
む
。
こ
れ
は
レ
モ
ン

果
汁
に
含
ま
れ
る
量
の
1
・
5
倍
に
も
な

る
。
驚
い
た
こ
と
に
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
ピ
ー
マ
ン
で
は
そ
の
量
が
約
1
1
0mg

に
増
加
。
レ
モ
ン
果
汁
の
2
・
2
倍
に
も

な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
は
モ

ザ
イ
ク
病
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
ピ
ー
マ
ン

の
栄
養
成
分
を
増
強
す
る
大
き
な
パ
ワ
ー

を
持
っ
て
い
る
。

モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
病
の
防
除
に
は
、

臭
化
メ
チ
ル
剤
に
よ
る
土
壌
く
ん
蒸
が
最

も
効
果
的
だ
。
2
0
0
5
年
に
国
際
条
約

の
取
り
決
め
に
よ
り
撤
廃
さ
れ
た
が
、
ピ

ー
マ
ン
で
は
代
替
防
除
技
術
が
皆
無
と
い

う
理
由
か
ら
不
可
欠
用
途
用
（
特
例
措
置
）

と
し
て
本
剤
が
継
続
的
に
利
用
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
環
境
保
全
意
識

の
昂
揚
か
ら
世
界
的
に
完
全
撤
廃
方
針
が

強
化
さ
れ
、
我
が
国
で
も
２
０
１
３
年
を

全
廃
期
限
と
す
る
国
家
管
理
戦
略
が
策
定

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
技
術
の
適
用
に
よ
り
、

生
産
現
場
の
混
乱
を
回
避
し
、
農
家
に
安

心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
臭
化
メ

チ
ル
剤
全
廃
後
も
ピ
ー
マ
ン
の
持
続
的
安

定
生
産
の
確
保
が
望
め
る
。

実
用
化
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
こ
の
技

術
が
ピ
ー
マ
ン
農
家
の
方
々
に
信
頼
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
収
量
や
果
形
に
影
響
を

与
え
ず
、
か
つ
し
っ
か
り
と
し
た
防
除
効

果
を
発
揮
す
る
資
材
で
あ
る
こ
と
を
認
め

て
も
ら
う
こ
と
が
肝
心
だ
。
さ
ら
に
、
そ

の
「
お
ま
け
」
と
し
て
、
機
能
性
に
関
す

る
付
加
価
値
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
技
術
を
利
用

し
た
生
産
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
産
地
に
導

入
し
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
ワ
ク
チ

ン
は
予
め
苗
に
接
種
し
て
お
く
も
の
な
の

で
、
苗
を
生
産
・
販
売
す
る
民
間
企
業
の

協
力
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
、
茨
城
県

は
、
全
国
的
に
有
名
な
ピ
ー
マ
ン
の
生

産
地
で
あ
る
。
今
ま
で
は
、
セ
ン
タ
ー

内
の
圃
場
に
お
い
て
防
除
効
果
や
収
量

調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
が
、
今
後

は
、
茨
城
県
や
J
A
の
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
現
地
実
証
試
験
に
お
け
る
有

効
性
、
特
に
経
済
形
質
へ
の
影
響
を
調

査
し
て
い
き
た
い
。
ピ
ー
マ
ン
は
、
全

国
に
10
カ
所
以
上
の
主
産
地
が
あ
る
。

そ
れ
ら
地
域
や
環
境
、
作
型
が
異
な
る

産
地
で
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
調
査
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
組
織
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も

お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

ピ
ー
マ
ン
モ
ザ
イ
ク
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
を
開
発

高
い
防
除
効
果
に
加
え
て
機
能
性
ア
ッ
プ
の
効
果
も

農
研
機
構
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
生
物
的
病
害
制
御
研
究
チ
ー
ム
　
津
田
新
哉

開 発 者 が 明 か す 次 の 一 手  

右がワクチンを接種したピーマン。
ワクチン処理をしていない左のピー
マンは病気を発症している。

つだ　しんや

1992年より茨城県
農業総合センター

生物工学研究所。その後、カリフォ
ルニア大学バークレー校客員研究員
を経て、2001年から中央農業総合
研究センター、現在に至る。研究テ
ーマは、野菜・花き類の虫媒伝染
性・土壌伝染性ウイルス病害の診
断・防除など。

問い合わせ
TEL：029-838-8100
E-mail：shinyat@affrc.go.jp
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出
光
興
産
は
水
稲
種
子
消
毒
用
の
微
生

物
防
除
剤
「
タ
フ
ブ
ロ
ッ
ク
」（
タ
ラ
ロ

マ
イ
セ
ス
　
フ
ラ
バ
ス
水
和
剤
）
を
開
発
。

2
0
0
7
年
3
月
に
農
薬
登
録
を
取
得

し
、
08
年
1
月
末
よ
り
一
般
販
売
を
開
始

し
た
。

本
剤
の
有
効
成
分
は
、
栃
木
県
農
業
試

験
場
が
い
ち
ご
圃
場
か
ら
分
離
し
た
糸
状

菌Talarom
yces

flavu
s

S
A
Y-

Y-

94-

01

株
の
胞
子
で
、
ば
か
苗
病
、
い
も
ち
病
、

苗
立
枯
細
菌
病
、
も
み
枯
細
菌
病
、
お
よ

び
褐
条
病
な
ど
へ
の
高
い
予
防
効
果
が
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
使
用
回
数
に
制
限
が

な
く
、
農
薬
成
分
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

な
い
。
高
い
安
全
性
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、

特
別
栽
培
米
な
ど
の
生
産
に
も
適
す
る
。

昨
年
、
（社）
日
本
植
物
防
疫
協
会
を
通
じ

て
、
タ
フ
ブ
ロ
ッ
ク
の
普
及
技
術
を
確
立

す
る
た
め
の
特
別
連
絡
試
験
を
行
な
っ

た
。
主
要
コ
メ
生
産
地
域
で
あ
る
東
北
、

北
陸
、
北
海
道
の
農
業
試
験
場
な
ど
を
中

心
に
、
現
場
で
の
使
用
場
面
を
様
々
な
観

点
か
ら
想
定
し
た
試
験
を
実
施
。
そ
の
結

果
、
寒
地
・
寒
冷
地
で
の
慣
行
栽
培
の
な

か
で
、
問
題
な
く
使
用
で
き
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
年
、
普
及
が
進
み

つ
つ
あ
る
温
湯
消
毒
法
と
の
組
合
せ
に
お

い
て
も
、
安
定
し
た
効
果
が
発
揮
さ
れ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
発
売
初
年
度
で
あ
り
、

本
格
的
な
普
及
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
。
今

後
、
全
国
規
模
で
特
別
栽
培
米
生
産
な
ど
、

減
農
薬
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
生
産

現
場
を
中
心
に
、
普
及
展
開
を
図
っ
て
い

く
。
土
壌
伝
染
性
病
害
で
あ
る
苗
立
枯
病

（
リ
ゾ
ー
プ
ス
菌
、
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
、
ト

リ
コ
デ
ル
マ
菌
、
ピ
シ
ウ
ム
菌
）
に
対
し

て
も
適
用
拡
大
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ク
ミ
ア
イ
化
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
べ
と

病
、
疫
病
に
有
効
な
薬
剤
の
探
索
を
行
な

っ
て
お
り
、
92
年
に
そ
れ
ら
卵
菌
類
に
特

異
的
に
高
い
活
性
を
示
す
ベ
ン
チ
ア
バ
リ

カ
ル
ブ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
を
発
見
し
た
。

こ
れ
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
作
用
を
有

す
る
ア
ミ
ノ
酸
ア
ミ
ド
カ
ー
バ
メ
ー
ト
系

の
新
規
殺
菌
剤
で
あ
る
。
卵
菌
類
に
属
す

る
病
原
菌
に
対
し
て
極
め
て
低
濃
度
で
抗

菌
性
を
示
し
、
野
菜
類
や
果
樹
類
の
べ
と

病
、
疫
病
に
高
い
防
除
効
果
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
葉
面
か
ら
の
浸
達
性
も
高
く
、

組
織
内
（
葉
内
）
に
侵
入
し
た
病
原
菌
も

殺
菌
す
る
た
め
、
治
療
効
果
を
発
揮
す
る
。

感
染
後
の
散
布
で
も
防
除
効
果
が
期
待
で

き
、
感
染
初
期
段
階
で
の
病
斑
拡
大
も
阻

止
す
る
。
長
い
残
効
性
や
高
い
耐
雨
性
も

有
し
、
安
定
し
た
防
除
効
果
が
得
ら
れ
る
。

こ
の
新
規
有
効
成
分
の
実
用
性
評
価
、

安
全
性
評
価
、
環
境
影
響
評
価
な
ど
を
行

な
っ
た
あ
と
、
2
0
0
2
年
に
ダ
コ
ニ
ー

ル
と
の
混
合
剤
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和

剤
」
と
し
て
国
内
登
録
申
請
を
行
な
い
、

07
年
4
月
に
登
録
を
取
得
、
同
年
5
月
に

上
市
し
た
。
初
年
度
は
、
北
海
道
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
疫
病
防
除
を
中
心
に
普
及
展
開
を

図
っ
た
。
使
用
し
た
J
A
や
農
家
か
ら
は

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
の
J
A
や
普
及
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
た
普
及
展
示
試
験
で
も
お
お
む

ね
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。
08
年
度
は
、

北
海
道
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
地
で
さ
ら
な
る

普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ハ
ク
サ
イ
、

タ
マ
ネ
ギ
で
も
展
開
を
図
る
。
さ
ら
に
今

後
は
、
大
豆
や
小
豆
、
ナ
ス
、
ス
イ
カ
、
メ

ロ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ネ
ギ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
つ

い
て
も
適
用
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
。

べ
と
病
、疫
病
に
対
し
て
高
い
防
除
効
果
・
治
癒
効
果

新
規
有
効
成
分
を
使
っ
た「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和
剤
」

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
㈱
　
企
画
普
及
部
　
熊
倉
和
夫

高
い
予
防
効
果
と
安
全
性
で
健
全
な
苗
を
育
生

微
生
物
防
除
剤
「
タ
フ
ブ
ロ
ッ
ク
」

出
光
興
産
㈱
　
ア
グ
リ
バ
イ
オ
事
業
部

尾
川
新
一
郎

「タフブロック」による種子消毒
で健全な苗が育成できる。新潟県
中越エリア（魚沼地域のコシヒカ
リ栽培ほか）をはじめ、全国有数
のコメ生産地域において、特別栽
培米生産者を中心に、早くも今シ
ーズンより「タフブロック」の採
用が進んでいる。

くまくら　かずお

クミアイ化学工業㈱に入社後、生物
科学研究所、研究開発部に所属し、
主に殺菌剤の研究、開発に従事。現
在は、農薬全般の技術普及、マーケ
ティングに携わっている。農学博士。

問い合わせ
TEL：03-3822-5128

おがわ　しんいちろう

1991年入社。中央研究所農薬研究
室に配属され、新規除草剤の研究開
発を担当。2002年より新規事業推
進室技術グループ転属し、新規微生
物防除剤・資材研究開発を担当。
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担当。

問い合わせ
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URL：http://www.idemitsu.co.jp
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